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鳴門市議会は令和６年５月７日、新庁舎４階へ移転しました。
令和６年第２回定例会 (６月５日～ 26 日 ) は、新しい議場、委員会室で
開催します。是非、傍聴にお越しください。

新しい議場から､より良い鳴門市へ !!



《 令和６年 第１回定例会の議決結果 》

議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

専決処分の承認について（令和５年度鳴門市一般会計補正予算（第８号））

専決処分の承認について（令和５年度鳴門市一般会計補正予算（第９号））

令和６年度鳴門市一般会計予算

令和６年度鳴門市国民健康保険事業特別会計予算

令和６年度鳴門市後期高齢者医療特別会計予算

令和６年度鳴門市介護保険事業特別会計予算

令和６年度鳴門市光熱水費等支出特別会計予算

令和６年度鳴門市給与費等管理特別会計予算

令和６年度鳴門市公債費管理特別会計予算

令和６年度鳴門市水道事業会計予算

令和６年度鳴門市モーターボート競走事業会計予算

令和６年度鳴門市下水道事業会計予算

令和５年度鳴門市一般会計補正予算（第10号）

令和５年度鳴門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度鳴門市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和５年度鳴門市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度鳴門市給与費等管理特別会計補正予算（第１号）

令和５年度鳴門市公債費管理特別会計補正予算（第１号）

令和５年度鳴門市水道事業会計補正予算（第１号）

地方自治法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について

鳴門市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改
正について

鳴門市税賦課徴収条例の一部改正について

鳴門市事務分掌組織条例の一部改正について

鳴門市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の一部改正につ
いて

鳴門市新型コロナウイルス感染症対策基金条例の廃止について

鳴門市危機管理対策基金条例の制定について

鳴門市消防手数料徴収条例の一部改正について

鳴門市立小学校設置条例の一部改正について

承　　認

原案可決

原案可決

予算決算

議案第１号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

総務文教

22



議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

専決処分の承認について（鳴門市手数料徴収条例の一部改正について）

鳴門市国民健康保険条例の一部改正について

鳴門市介護保険条例の一部改正について

鳴門市子どもはぐくみ医療費の助成に関する条例の一部改正について

鳴門市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正について

鳴門市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正について

鳴門市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定の取消しについて

鳴門市営住宅条例の一部改正について

鳴門市水道事業給水条例の一部改正について

市道路線の認定について

松茂町ほか二町競艇事業組合と鳴門市との間におけるモーターボート競走施
行に関する事務の受託に係る協議について

鳴門市漁港管理条例の一部改正について

弾力条項の適用について（令和５年度鳴門市モーターボート競走事業会計）

鳴門市議会会議規則の一部改正について

鳴門市議会委員会条例の一部改正について

日本政府に核兵器禁止条約への署名・批准を求める意見書

保育所等保育施設・学童保育施設の職員配置基準改善等を求める意見書

固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員の推薦について

原案可決

報　　告

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

同　　意

議案第２号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第31号

議案第28号

議案第30号

議案第32号

議案第33号

議案第41号

報告第１号

発議第１号

発議第２号

意　第１号

意　第２号

同意第１号

諮問第１号

請願番号

請願の処理

議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

日本政府に保育所等保育施設の職員配置基準改善等を求める意見書の提出を
求める請願

水道事業に関する請願書

農家が処分するサツマイモに関する請願書

採　　択

採　　択

採　　択

生活福祉

産業建設

産業建設

請願第８号

請願第９号

請願第10号

人 事 案 件
●固定資産評価審査委員会委員 

至
し
極
ごく
 美
み
智
ち
代
よ

氏（里浦町）   下地　　 茂
しもち しげる

氏（撫養町）   樋上　義彦
ひかみ よしひこ

氏（瀬戸町）

●人権擁護委員 

八田　　 博
はった ひろし

氏（撫養町） 

※議案第29号については、提出後に内容の誤りが発覚したため、撤回の上、議案第41号が提出されました。

原案可決

原案可決

承　　認

産業建設

予算決算

生活福祉
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日本政府に核兵器禁止条約への署名・批准を求める意見書
　平成29年７月７日、核兵器禁止条約が122カ国の賛成により国連で採択され、令和３年１月22日に発効した。令
和６年１月末時点で、93カ国が署名し、70カ国が批准している。
　本条約は、核兵器の開発、実験、製造、備蓄、移譲、使用とその威嚇など、核兵器に関わる活動を全面的に禁止
し核廃絶を目指すとともに、被爆者や核実験被害者への援助の責任を明記した画期的なものである。
　昭和20年８月、世界で初めて原子爆弾が広島と長崎に投下され、甚大な被害を受けた日本は、被爆者の方々を先
頭に核兵器の非人道性を世界に訴え、核兵器廃絶のための働きかけを続けてきた。
　本市も加盟している平和首長会議も一貫して核兵器廃絶と恒久平和を主要な目的として活動してきており、本条
約の推進のためにも大きな貢献をしてきた。
　今、世界は気候変動や感染症への対策などの地球規模の問題に直面している。
　核兵器に膨大な資金を費やし、核兵器で他国を威嚇するのではなく、国境を越えて協力し合う安全保障体制の構
築が求められている。
　核兵器と人類に共存の道はなく、核兵器廃絶は世界中の人々の切なる願いである。
　核兵器禁止条約への不参加は、日本国憲法に掲げる平和主義の理念に反しており、核兵器による被害者への援助
を定める核兵器禁止条約に、唯一の戦争被爆国であり、被爆者援護法を定めた日本政府が貢献できることは大いに
ある。
　よって、日本政府には速やかなる核兵器禁止条約への署名・批准を強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　令和６年３月14日

鳴 門 市 議 会　　　

※定例会で可決された意見書は、衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・外務大臣へ送付しました。

保育所等保育施設・学童保育施設の職員配置基準改善等を求める意見書
　近年、保育施設で子どもの安全が脅かされる事故が繰り返し発生している。これらの事案では、単なる過失だけ
でなく、保育施設職員の人員不足による過酷な労働実態も問題視されていることから、保育施設を取り巻く各種制
度の抜本的な改革が必要となっている。
　特に、職員配置基準について、１歳児の基準は昭和42年以来変更されておらず、また、３歳児及び４・５歳児の
基準は変更されることとなっているものの当分の間の経過措置が設けられる見込みであることから、１歳児の基準
については早急な改善、３歳児及び４・５歳児の基準については早急な新基準の適用が求められている。
　また、非正規雇用の職員が多い保育所等保育施設の職員に対しては、年収の低さが指摘されており、標準的な労
働者の年収を確保できるよう処遇改善が求められている。
　さらに、職員不足に対処するために、保育士や放課後児童支援員の声を十分に聴取し、ワーク・ライフ・バラン
スの改善やハラスメント対策を具体的に進める必要もある。
　また、こども・子育て支援加速化プランの具体化に際しては、保育所等保育施設の運営に対する支援について、
政府の責任において確実な財源措置を行うことが強く求められている。
　以上のことから、国においては、子どもたちに安心・安全で質の高い保育を提供するため、次の事項について特
段の措置を講じられるよう強く要望する。

記

１　保育所等保育施設の職員配置基準を改善するとともに、それに必要な財源を十分に確保すること。
２　保育所等保育施設・学童保育施設の職員の処遇を改善し、標準的な労働者の年収を確保するために十分な予算
を措置すること。
　また、正規職員としての就労を希望する非正規雇用の職員の正規化及び非正規雇用の職員の雇用安定を促すた
めの支援策を講じること。
３　保育所等保育施設・学童保育施設で働く職員の人員確保策を早急に策定・実施すること。
４　保育所等保育施設に対して、公立・私立に関わらず、十分な財源措置を行うこと。
　また、学童保育施設に関連する予算についても、職員配置基準の改善や施設・設備の充実に必要な額を充足す
る財源措置を行うこと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　令和６年３月14日

鳴 門 市 議 会　　　

※定例会で可決された意見書は、衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・厚生労働大臣・
　文部科学大臣・内閣府特命担当大臣（子ども政策、少子化対策担当）へ送付しました。
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●
議
案
第
２
号

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
鳴
門
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

戸
籍
法
の
改
正
に
伴
い
、
戸
籍
・
除
籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識
別
符
号
の
発
行
に

係
る
手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務
お
よ
び
金
額
を
定
め
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

【
質
疑
】
手
数
料
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

る
金
額
の
根
拠
は
。

【
答
弁
】
国
が
定
め
る
政
令
に
手
数
料
の

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

基
本
的
に
全
国
の
普
通
地
方
公

共
団
体
が
政
令
の
基
準
に
準
拠

し
て
い
る
。
政
令
に
定
め
る
額
で

は
な
い
手
数
料
を
独
自
に
設
定

す
る
場
合
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
手
数
料
の
よ
う
に
明
確
な
理

由
が
必
要
と
な
る
。

【
質
疑
】
戸
籍
・
除
籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識
別
符
号
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
。

【
答
弁
】
発
行
さ
れ
た
識
別
符
号
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
戸
籍
・
除
籍
証
明
書
の

提
出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
戸
籍
・
除
籍
証
明
書
よ
り
も
５
０
円

安
く
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
３
ヵ
月
の
有
効
期
間
内
で
あ
れ
ば
繰
り

返
し
使
用
で
き
る
。

●
議
案
第
20
号

　

鳴
門
市
危
機
管
理
対
策
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
や
社
会
経
済
生
活
に
大
幅
な
変
容
を
も
た
ら
す

感
染
症
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
事
象
に
適
切
に
対
応
で
き
る
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
新
た
に
基
金
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

【
質
疑
】
基
金
の
設
置
目
的
に
「
鳴
門

市
に
お
け
る
様
々
な
危
機

事
象
に
対
す
る
応
急
対
策
、

復
旧
復
興
対
策
、
被
災
者

支
援
、
予
防
対
策
等
に
係

る
事
業
に
要
す
る
経
費
に

充
て
る
た
め
」
と
あ
る
が
、

抽
象
的
で
わ
か
り
に
く
い

の
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
想
定
外
で
発
生
す
る
危
機

事
象
に
も
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
こ
の
よ
う
な

規
定
と
し
た
。

【
質
疑
】
今
後
、
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
予
定
の
金
額
は
。

【
答
弁
】
令
和
５
年
度
３
月
補
正
予
算
で
１
億
円
を
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
財
政
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
２
０
３
０
年
を
一
つ

の
目
安
と
し
て
可
能
な
限
り
積
み
立
て
た
い
。

総
務
文
教
委
員
会

委員会審査

生
活
福
祉
委
員
会
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産
業
建
設
委
員
会

●
議
案
第
30
号

　

鳴
門
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
市
が
施
工
す
る
配
水
管
の
布
設
工
事
な
ど
に
関
し
、
そ
の
必
要
な
費
用
に
充
て

る
た
め
、
特
に
利
益
を
受
け
る
者
か
ら
分
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
工
事
分
担
金
の
徴
収
は
口
径

１
５
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
配
水
管
の
布
設
を
伴
う
工

事
が
対
象
で
あ
る
が
、
一
般

家
庭
の
配
水
管
は
口
径
が
小

さ
い
こ
と
か
ら
対
象
外
と
な

る
の
か
。

【
答
弁
】
事
業
者
が
対
象
と
な
る
と
思

わ
れ
る
。

【
質
疑
】
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
国

土
交
通
省
令
」
に
改
め
る
と

あ
る
が
、
所
管
が
変
更
さ
れ

た
だ
け
な
の
か
。

【
答
弁
】
水
質
に
つ
い
て
は
環
境
省
が
所
管
し
、
水
質
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は

社
会
資
本
整
備
や
災
害
復
旧
に
も
知
見
を
有
し
て
い
る
国
土
交
通
省
が

所
管
す
る
よ
う
水
道
法
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
水
道
法
を
引
用
し

て
い
る
本
条
例
の
当
該
部
分
を
改
正
す
る
。

●
議
案
第
４
号

　

令
和
６
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
予
算

文
化
会
館
耐
震
改
修
事
業
や
（
仮
称
）
大
麻
町
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
を
は

じ
め
、
防
災
・
減
災
に
関
す
る
各
種
事
業
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
「
な
る
と
ま
る

ご
と
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
」
や
「
な
る
と
う
ず
っ
子
学
力
向
上
パ
ッ
ケ
ー

ジ
事
業
」
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
な
ど
、
「
あ
ら
た
な 

な
る
と
」
を
創
る
た
め
に
必
要

と
な
る
施
策
に
重
点
を
置
い
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

【
質
疑
】
結
婚
支
援
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
の

内
容
は
。

【
答
弁
】
地
域
全
体
で
結
婚
を
応
援
す
る
機
運
の
醸

成
や
、
結
婚
を
支
援
し
て
ほ
し
い
方
、
応

援
し
た
い
方
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
な
ど
に
つ

な
げ
る
た
め
、
ま
ち
に
愛
着
を
持
ち
、
ま

ち
の
良
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
ア
イ
デ

ア
を
広
く
募
集
す
る
。
入
賞
し
た
ア
イ
デ

ア
の
一
部
は
市
で
事
業
化
を
検
討
す
る
。

【
質
疑
】
中
学
校
屋
内
運
動
場
空
調
設
備
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

【
答
弁
】
令
和
６
年
度
に
、
第
一
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
設
置
工
事
、
大
麻

中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
設
置
工
事
設
計
を
行
う
。
そ
の
後
は
、
残

り
の
中
学
校
の
体
育
館
に
設
置
す
る
計
画
で
あ
り
、
収
容
人
数
や
地
域

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
設
置
の
順
番
を
検
討
す
る
。

委員会審査

予
算
決
算
委
員
会
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山
根 

　
巌

や
ま

ね

い
わ
お

代
表
質
問
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❷野田　粋之（会派　創心クラブ）

問
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て
合
格
点

に
差
が
あ
る
学
区
制
を
早
期
に
廃
止
し

て
ほ
し
い
。

答
学
区
制
の
廃
止
に
向
け
た
機
運
醸
成

を
図
る
た
め
令
和
６
年
３
月
24
日
に
第

２
回
学
区
制
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
鳴
門
市
、
石
井
町
、

板
野
町
の
首
長
に
よ
る
座
談
会
で
意
見

交
換
を
行
う
。

　

本
市
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
真
に

公
平
で
、
進
路
選
択
の
機
会
が
十
分
に
保

障
さ
れ
た
入
試
制
度
が
早
期
に
実
現
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
長
期
休
業
時

な
ど
に
給
食
を
提
供
し
て
は
ど
う
か
。

答
本
市
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
11
校

に
お
い
て
地
域
の
方
で
構
成
す
る
運
営

委
員
会
方
式
で
実
施
し
て
い
る
。
夏
休
み

な
ど
の
長
期
休
業
中
は
、
弁
当
を
持
参
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
保
護
者
の
方
に
ご

負
担
を
お
か
け
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

市
の
事
業
で
給
食
の
提
供
を
実
施
す

る
に
は
、
実
施
方
法
や
料
金
の
徴
収
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
。
給
食
提
供
を
行
っ
て

い
る
児
童
ク
ラ
ブ
の
状
況
を
調
査
し
、
給

食
の
必
要
性
や
課
題
解
決
の
手
法
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

問
子
育
て
世
帯
の
旅
費
負
担
に
つ
い
て
、

市
が
一
部
補
助
し
て
は
ど
う
か
。

答
本
市
で
は
、
修
学
旅
行
の
費
用
は
、
基

本
的
に
各
家
庭
に
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
世

帯
に
つ
い
て
は
、
就
学
援
助
を
行
っ
て
い

る
。

　

今
後
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
が
よ
り
効
果
的
に

図
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

代　表　質　問
一　般　質　問

1．市長の政治姿勢について
⑴ 令和６年度当初予算について
⑵ 地域公共交通について
⑶ 教育行政について

❶山根　　巌（会派　潮）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 徳島県公立高等学校の入試制度
について

⑵ 鳴門教育大学との連携について
⑶ なるとまるごと子育て応援パッ
ケージ事業について

2．観光行政について
⑴ 鳴門市納涼花火大会について

❺浜　　盛幸（会派　公明党）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 脱炭素対策について
⑵ 空き家・空き地対策について

❻潮崎　憲司（会派　未来）
1．危機管理について
⑴ 地域防災について
⑵ 学校防災について

❹宅川　靖次（会派　令和なると）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 防災行政について
⑵ 土木行政について

❸梶　　達矢（会派　ナルト地方創生会）
1．経済活性化について
⑴ まちづくり構想について
⑵ 企業誘致、起業促進について
2．人口減少、少子化対策について
⑴ 人口動態から見る市の政策につ
いて

3．防災対策について
⑴ 南海トラフ地震対策について

学
区
制
の
廃
止

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

　
　
　
　
　
　

給
食
の
提
供

中
学
校
の

　
　

修
学
旅
行
費
用
補
助

会
派　

潮
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問
鳴
門
市
の
空
き
家
の
中
で
、
地
震
な
ど

に
よ
り
倒
壊
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
空
き
家

の
対
策
は
。

答
地
震
な
ど
に
よ
り
倒
壊
し
、
避
難
路
や

近
隣
地
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
空
き
家
の
所
有
者
な
ど
へ
の
指
導
、

支
援
措
置
、
相
談
会
な
ど
に
よ
る
周
知
啓

発
に
努
め
て
い
る
。
な
か
で
も
特
定
空
家

等
に
関
し
て
は
、
令
和
５
年
12
月
施
行

の
改
正
空
家
対
策
特
別
措
置
法
に
お
い

て
、
事
前
手
続
を
省
略
で
き
る
緊
急
代
執

行
制
度
な
ど
が
創
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、

代
執
行
に
は
、
行
政
も
慎
重
な
判
断
が
求

め
ら
れ
る
ほ
か
、
費
用
徴
収
な
ど
の
課
題

が
あ
る
。
現
在
２
件
の
特
定
空
家
等
の
所

有
者
な
ど
に
対
し
、
助
言
・
指
導
の
対
応

を
行
っ
て
い
る
。
空
き
家
対
策
は
所
有
者

な
ど
の
管
理
責
任
の
下
、
特
定
空
家
等
に

至
る
前
で
の
解
決
が
重
要
で
あ
る
。
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
避

難
・
救
助
活
動
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
あ
る
空
き
家
の
除
却
促
進
に
向

け
、
引
き
続
き
所
有
者
な
ど
へ
の
指
導
や

支
援
、
周
知
啓
発
に
努
め
る
。

問
起
業
促
進
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
移

住
企
業
ア
カ
デ
ミ
ー
「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ　

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」
の
取
組
状
況
は
。

答
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
地
域
資
源
や
地
域

課
題
を
活
用
し
た
ゼ
ロ
イ
チ
の
ビ
ジ
ネ

ス
創
出
を
テ
ー
マ
と
し
、
全
国
か
ら
42

名
が
参
加
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
資
金
計
画
な
ど
、
７
回

の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
、

選
考
さ
れ
た
７
名
が
実
際
に
来
鳴
し
、
５

日
間
の
短
期
合
宿
を
実
施
し
た
。
地
元
起

業
家
と
の
交
流
会
や
企
業
訪
問
、
金
融
機

関
へ
の
融
資
模
擬
プ
レ
ゼ
ン
、
最
終
日
に

は
、
創
業
計
画
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
す
る
な
ど
、
本
市
で
の
具
体
的
な
起

業
イ
メ
ー
ジ

を
構
築
す
る

よ
い
機
会
に

な
っ
た
。
今

後
も
起
業
・

創
業
を
実
現

し
て
も
ら
え

る
よ
う
取
組

を
進
め
て
い

く
。

危
険
な
空
き
家
の
対
策

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ

代
表
質
問

問
令
和
６
年
度
当
初
予
算
案
の
予
算
編

成
に
お
け
る
基
本
方
針
は
。
令
和
５
年
度

に
お
け
る
基
金
残
高
と
実
質
公
債
費
比

率
の
見
込
み
は
。

答
人
口
減
少
や
地
価
の
下
落
、
国
の
定
額

減
税
の
影
響
に
よ
り
歳
入
の
根
幹
を
な

す
市
税
が
減
収
。
歳
出
で
は
人
件
費
の
増

加
、
扶
助
費
の
増
、
公
債
費
の
高
水
準
な

ど
義
務
的
経
費
が
増
加
。
物
件
費
や
各
施

設
の
老
朽
化
な
ど
、
本
市
の
財
政
状
況
は

楽
観
視
で
き
な
い
。
今
後
数
年
間
の
取
り

組
み
が
本
市
の
未
来
を
決
定
す
る
と
の

認
識
に
立
ち
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ

る
健
全
な
財
政
運
営
を
図
り
、
な
る
と
ま

る
ご
と
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

に
よ
る
人
口
減
少
対
策
・
子
育
て
支
援
、

な
る
と
う
ず
っ
子
学
力
向
上
パ
ッ
ケ
ー

ジ
事
業
な
ど
の
学
力
向
上
、
防
災
・
減
災

対
策
の
３
点
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組

む
た
め
の
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

　

基
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度

末
残
高
見
込
み
１
０
０
億
５
０
２
０
万

円
。
令
和
６
年
度
当
初
予
算
案
で
は
、
45

億
１
１
９
０
万
７
０
０
０
円
を
基
金
か

ら
繰
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
基
金
残
高

は
58
億
６
８
２
万
円
と
な
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
令
和
５
年
度
で

は
12
％
。
令
和
６
年
度
で
は
、
11
・
８
％

を
見
込
む
。

問
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
交
通
政
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

答
令
和
５
年
９
月
よ
り
大
津
町
矢
倉
地

区
に
お
い
て
自
動
車
教
習
所
の
送
迎
車

両
を
活
用
し
た
地
域
の
高
齢
者
な
ど
の

移
動
支
援
事
業
に
着
手
し
、
公
助
・
共
助

に
よ
る
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
モ
デ
ル

事
業
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
今
後
は
、
公

共
交
通
空

白
地
域
の

解
消
を
は

じ
め
地
域

に
寄
り
添

っ
た
公
共

交
通
体
系

の
構
築
に

向
け
て
努

め
る
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算

交
通
政
策

野
田 

粋
之

の

だ

き
よ
ゆ
き

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ

鳴門自動車教習所の送迎車両を
活用した地域移動支援サービス

NARUTO BOOT CAMPのポスター

梶 

　
達
矢

か
じ

た
つ

や

会
派　

ナ
ル
ト

　
　
　

地
方
創
生
会
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問
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
る
た
め

の
対
策
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト

面
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る
鳴
門
市
南
海
ト
ラ
フ
地

震
等
防
災
・
減
災
対
策
推
進
計
画
を
新
た

に
策
定
し
、
よ
り
具
体
的
で
実
効
的
な
防

災
・
減
災
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
ソ
フ
ト

面
で
は
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
担
う
防

災
士
の
養
成
を
は
じ
め
、
自
主
防
災
会
に

よ
る
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
や
防
災
学

習
の
推
進
な

ど
、
地
域
に

お
け
る
住
民

主
体
の
防
災

活
動
に
よ
り

一
層
の
活
性

化
を
図
っ
て

い
く
。ま
た
、

災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向

け
て
、
本
市
と
関
係
機
関
、
団
体
と
の
緊

密
な
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
観

点
か
ら
も
、
日
常
か
ら
地
域
を
は
じ
め
民

間
事
業
者
、
防
災
関
係
機
関
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
顔
の
見
え
る
関

係
を
構
築
し
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問
未
整
備
の
狭
隘
道
路
を
今
後
ど
の
よ
う

に
解
消
す
る
の
か
。

答
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
建
物
を
建
て

る
際
に
道
路
境
界
線
を
後
退
し
た
、
い
わ

ゆ
る
み
な
し
道
路
部
分
の
用
地
寄
付
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
段
階
的
に
解
消
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用

地
寄
付
に
つ
い
て
は
、
私
有
道
路
土
地
の

寄
付
採
納
に
関
す
る
基
準
を
定
め
て
お

り
、
路
面
を
市
が
定
め
る
基
準
に
舗
装
し

て
い
る
こ
と
、
排
水
施
設
を
完
備
し
て
い

る
こ
と
、
抵
当
権
な
ど
の
所
有
者
以
外
の

権
利
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

の
要
件
が
あ
る
。
今
後
も
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
、
住
民
の
方
々
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
用
地
の
寄

付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
狭
隘
道
路
の

解
消
に
努
め
た
い
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

狭
隘
道
路
の
解
消

問
本
市
の
海
環
境
の
現
状
と
対
策
は
。

答
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
は
海
藻
な
ど
の
海

洋
生
態
系
に
蓄
積
さ
れ
た
炭
素
の
こ
と

で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
源
対
策
の
新

し
い
選
択
肢
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

る
。
本
市
で
は
鳴
門
わ
か
め
の
養
殖
が
行

わ
れ
、
沿
岸
で
は
ア
マ
モ
な
ど
の
海
草
類

が
生
育
し
、
藻
場
を
形
成
し
て
水
性
動
物

の
産
卵
、
生
育
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

藻
場
の
保
全
で
、
漁
業
振
興
や
生
物
多
様

性
の
確
保
の
ほ
か
、
本
市
の
特
性
を
活
か

し
た
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
も

繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
に
は
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
と
く
し
ま
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
実
施
す
る
「
せ
と
う
ち
『
ゴ

ミ
箱
に
な
っ
た
海
』
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
一
般
社
団
法
人
地
球

温
暖
化
防
止
全
国
ネ
ッ
ト
主
催
の
「
脱
炭

素
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
４
」
に
お

い
て
、
「
ウ
ェ
イ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
最
優
秀

Ｃ
Ｏ
２
の
見
え
る
化
賞
」
を
受
賞
。
民
間

に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
に
つ
い
て
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
・
吸
収
量
の
算
定
方
法
は
、
現
在
、
国

に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
令
和
６
年
度
に
策
定
予
定
の
「
地

方
公
共
団
体
実
行
計
画
」
に
お
い
て
、

国
の
動
向
を
注
視
し
、
他
団
体
や
民
間
企

業
な
ど
に
お
け
る
事
例
の
情
報
収
集
に
努

め
、
専
門
家
な
ど
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

、
取
り
組
み
の
検
討
を
進
め
る
。

要
望
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組
み
と

し
て
、
わ
か
め
養
殖
の
広
大
な
藻
場
が
吸

収
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
、
民
間
組
織
が
承
認
・

発
行
す
る
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活

用
し
企
業
へ
販
売
し
、
そ
の
資
金
を
磯
焼

け
対
策
へ
投
資
し
て
藻
場
再
生
の
好
循

環
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の

　
　
　
　
　
　

取
り
組
み

代
表
質
問

浜
　 

盛
幸

は
ま

せ
い
こ
う

会
派　

公
明
党

宅
川 

靖
次

た
く

き
ょ
う
あ
い

か
わ

や
す

じ

会
派　

令
和
な
る
と

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

99



問
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
と
並
行

し
て
、
中
央
構
造
線
断
層
帯
の
対
策
は
行

わ
な
い
の
か
。

答
直
下
型
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
徳
島

県
の
協
力
を
得
て
災
害
図
上
訓
練
を
実

施
し
、
災
害
３
日
目
の
想
定
で
家
屋
崩
壊

や
火
災
の
発
生
、
救
命
救
助
や
道
路
啓
開
、

援
助
物
資
の
調
達
な
ど
、
県
と
市
の
災
害

対
策
本
部
お
よ
び
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
た
。

現
在
で
は
、
津
波
の
想
定
は
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
今
後
、
津
波
に
関
す
る
被
害
想

定
が
追
加
さ
れ
た
場
合
は
、
直
下
型
地
震

対
策
を
見
直
す
。

問
避
難
場
所
が
園
・
学
校
の
敷
地
以
外
の

際
、
長
時
間
に
わ
た
り
津
波
警
報
が
続
い

た
時
の
安
全
確
保
な
ど
に
つ
い
て
は
。

答
園
・
学
校
の
敷
地
以
外
が
避
難
場
所
の

場
合
は
、
県
の
教
育
委
員
会
が
定
め
る
学

校
管
理
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
、
地
震
・
津

波
発
生
時
の
対
応
と
し
て
、
避
難
時
間
が

確
保
で
き
る
場
合
は
、
安
全
な
高
台
へ
、

避
難
時
間
が
な
い
場
合
は
、
自
校
の
校
舎
、

近
隣
の
山
や
建
物
を
避
難
場
所
と
し
て

い
る
。
長
時
間
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ
な

い
場
合
の
物

資
な
ど
の
確

保
は
課
題
で

あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、

今
後
、
フ
ェ

ー
ズ
フ
リ
ー

の
観
点
も
踏

ま
え
な
が
ら

検
討
す
る
。

問
警
報
発
令
中
の
園
児
・
児
童
・
生
徒
の

引
き
渡
し
は
。

答
引
き
渡
し
に
つ
い
て
は
、
園
児
・
児

童
・
生
徒
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が

大
原
則
で
あ
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
子
ど
も
た
ち
の
命
が
守

れ
る
よ
う
、
各
校
、
園
に
お
い
て
適
切
に

対
応
し
、
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
ル
ー
ル

な
ど
共
通
理
解
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
る
。

直
下
型
地
震
の
対
策

子
ど
も
た
ち
の
引
き
渡
し

個　人　質　問
1．新庁舎について
⑴ 新庁舎開庁式等開催事業につい
て

⑵ 新庁舎でのにゃるひげの活用に
ついて

2．観光行政について
⑴ 観光振興施策について

❶小西　　努

1．災害対策について
⑴ 防災・減災について
⑵ 防災士について
2．公共施設について
⑴ 施設機能について
⑵ 新庁舎について
3．まちづくりについて
⑴ 活性化について

❹上田　公司
1．教育行政について
⑴ 中学校の部活動について
⑵ 不登校生について
2．社会福祉行政について
⑴ ひきこもりについて
3．デジタル推進行政について
⑴ デジタルのサービスについて

❺叶井　克典
1．人口減少対策について
⑴ なると未来づくり総合戦略2020
について

2．鳴門市の観光振興について
⑴ 鳴門市観光振興計画について
⑵ 観光振興施策について
3．終活支援について
⑴ 終活支援サービスについて

❻長濱　賢一

❷東　　正昇
1．防災・減災対策について
⑴ 耐震改修促進法への対応につい
て

⑵ 住宅に対する耐震診断・耐震改
修の進捗状況について

❸八木　　亨
1．文化行政について
⑴ ドイツ村公園のトイレと駐車場
等について

代
表
質
問

個
人
質
問

学
校
や
園
で
の
災
害
発
生

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊
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個
人
質
問

問
鳴
門
市
全
体
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
の
進
捗
状
況
と
未
耐
震
住
宅
の
改
修
率

は
。
さ
ら
に
、
未
耐
震
住
宅
の
耐
震
診

断
促
進
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

答
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業
で
は
、

平
成
16
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
末
ま
で

に
耐
震
診
断
を
２
１
２
３
戸
実
施
し
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
倒
壊
の
危
険

性
が
あ
り
、
耐
震
改
修
率
も
約
13
・
８
％

と
全
体
的
に
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ

る
。 

　

耐
震
診
断
促
進
の
取
り
組
み
は
、
平
成

12
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
３
階

建
て
以
下
の
木
造
住
宅
を
対
象
に
耐
震

診
断
を
無
料
で
実
施
し
て
お
り
、
広
報
な

る
と
や
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
な
ど

で
の
啓
発
の
ほ
か
、
市
職
員
が
各
地
域
を

戸
別
訪
問
し
、
耐
震
診
断
の
受
付
や
補
助

制
度
の
周
知
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

　

申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
郵
送
で
の
受
付
も
可
能
に
す
る

な
ど
市
民
の
利
便
性
向
上
に
も
努
め
て

い
る
。

要
望
本
市
に
未
耐
震
住
宅
は
４
０
０
０

戸
あ
り
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
費
用
は
、
平

均
で
１
３
０
万
円
な
の
で
、
約
52
億
円

で
す
べ
て
の
未
耐
震
住
宅
に
シ
ェ
ル
タ

ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
０
３

０
年
ま
で
に
達
成
す
る
な
ら
ば
、
毎
年
９

億
円
で
未
耐
震
住
宅
の
シ
ェ
ル
タ
ー
が

完
成
す
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

政
の
責
任
の
も
と
実
施
し
て
こ
そ
、
「
市

民
の
命
を
災
害
か
ら
守
る
」
と
い
う
大
き

な
目
的
が
達
成
さ
れ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
繋
が
り
、
本
市
の
認
知
度
が
上
が

る
。 

　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
の
貢
献
に
よ
り
、

未
耐
震
住
宅
へ
の
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設

置
を
全
額
公
費
負
担
で
２
０
３
０
年
を

め
ど
に
１
０
０
％
に
す
る
計
画
を
強
く

提
案
す
る
。

未
耐
震
住
宅

問
令
和
６
年
５
月
に
新
庁
舎
が
開
庁
す

る
が
、
開
庁
式
な
ど
開
催
事
業
は
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。
ま
た
、
新
庁
舎
に
お
け
る

に
ゃ
る
ひ
げ
の
起
用
法
は
。

答
令
和
６
年
５
月
７
日
に
新
庁
舎
の
開

庁
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
開
庁
記
念
式
典

並
び
に
市
民
の
皆
様
へ
の
お
披
露
目
の

機
会
と
し
て
、
開
庁
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
４

月
20
日
土
曜
日
に
開
催
す
る
。
午
前
10

よ
り
開
庁
記
念
式
典
を
、
午
後
１
時
30

分
よ
り
開
庁
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
。

　

に
ゃ
る
ひ
げ
は
、
１
階
待
合
ス
ペ
ー
ス

な
ど
の
ガ
ラ
ス
壁
面
に
衝
突
防
止
マ
ー

ク
と
し
て
設
置
。
番
号
発
券
シ
ス
テ
ム
の

案
内
表
示
モ
ニ
タ
ー
の
絵
柄
に
も
に
ゃ

る
ひ
げ
を
活
用
す
る
。
ま
た
、
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
の
配
布
も
行
う
。

問
観
光
振
興
施
策
に
つ
い
て
、
観
光
客
の

市
内
周
遊
を
促
進
す
る
う
え
で
グ
ル
メ

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
令
和
７
年
に

は
大
阪
・
関
西
万
博
、
令
和
８
年
に
は
オ

ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
改
装
オ
ー
プ
ン
、
令
和

９
年
に
は
大
鳴
門
橋
自
転
車
道
開
通
、
鳴

門
市
文
化
会
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
目
白

押
し
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
備

え
て
の
グ
ル
メ
に
関
す
る
施
策
は
。

答
広
域
観
光
事
業
と
し
て
、
令
和
３
年
よ

り
南
あ
わ
じ
市
と
連
携
し
、
渦
潮
エ
リ
ア

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
通
じ

た
観
光
産
業
、
さ
ら
に
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
べ
く
、
う
ず
の
幸
グ
ル
メ

の
開
発
を
行
う
と
と
も
に
、
食
の
魅
力
を

お
客
様
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

材
、
う
ず
の
幸
マ
イ
ス
タ
ー
の
育
成
に
努

め
て
き
た
。
ま
た
、
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ

ノ
ミ
ー
を
推
進
し
て
夜
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
に
も
努
め
て
い
る
。

新
庁
舎
開
庁
式

うずの幸グルメのパンフレット

耐震シェルター模型（県立防災センター展示）

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊
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で
き
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
市
と
し
て
、

耐
震
化
支
援
対
象
の
さ
ら
な
る
拡
充
や
、

高
度
利
用
者
向
け
緊
急
地
震
速
報
の
導

入
支
援
を
提
案
す
る
が
。

答
支
援
対
象
の
拡
充
は
、
現
行
の
補
助
条

件
で
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
が
十
分
に

進
ん
で
い
な
い
現
状
や
、
財
政
負
担
を
考

慮
し
現
行
制
度
の
優
先
が
望
ま
し
い
こ

と
か
ら
難
し
い
。
ま
た
、
高
度
利
用
者
向

け
緊
急
地
震
速
報
に
関
し
て
は
、
現
時
点

で
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

問
市
は
地
域
と
集
約
エ
リ
ア
を
交
通
で

結
び
、
住
み
慣
れ
た
地
域
が
活
性
化
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
と

言
っ
て
い
る
が
、
教
育
施
設
も
な
い
、
普

段
の
買
い
物
さ
え
で
き
な
い
地
域
に
し

て
ど
う
活
性
化
さ
せ
る
の
か
。

答
誘
導
区
域
外
の
地
域
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
市
街
化
調
整
区
域

な
ど
の
誘
導
区
域
外
の
地
域
に
お
い
て

も
、
農
業
や
漁
業
を
は
じ
め
、
産
業
振
興

や
観
光
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
誘
導
区

域
内
外
と
の
関
係
性
を
深
め
る
な
ど
、
自

然
環
境
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
集
落
機

能
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
良
好
な
居
住
環
境
の
保
全
や
地
域

活
性
化
を
目
指
す
。

個
人
質
問

問
令
和
３
年
か
ら
始
ま
っ
た
本
事
業
に

つ
い
て
地
元
住
民
か
ら
相
談
を
受
け
調

査
し
て
い
く
う
ち
に
、
全
く
常
識
外
れ
の

事
業
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
、
市
民
の
血
税

が
こ
ん
な
ふ
う
に
使
わ
れ
て
よ
い
の
か

と
疑
問
を
深
め
て
い
る
。
９
割
方
、
進
捗

し
て
い
る
の
に
、
そ
の
証
拠
と
な
る
資
料

を
請
求
し
て
も
提
出
さ
れ
な
い
。
本
来
な

ら
予
算
計
上
の
時
に
資
料
に
基
づ
き
説

明
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
本
事
業
は
そ
れ
も

皆
無
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
私
が
議
員
に

な
っ
て
か
ら
議
会
に
お
い
て
先
輩
議
員

の
誰
一
人
も
資
料
請
求
し
て
い
な
い
。
そ

ん
な
事
が
あ
っ
て
よ
い
の
か
。
本
事
業
に

つ
い
て
は
議
会
軽
視
も
甚
だ
し
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
本
予
算
が
正
し
く
執
行
さ
れ

て
い
る
の
か
、
現
状
に
照
ら
し
て
質
問
す

る
。

　

造
成
費
を
建
築
費
１
３
３
５
万
４
０

０
０
円
の
中
に
潜
り
込
ま
せ
て
い
る
と

推
察
し
て
い
る
。
苦
肉
の
策
で
坂
の
あ
る

駐
車
場
に
し
た
の
か
、
疑
い
た
く
な
る
の

は
私
だ
け
か
。

答
当
初
予
算
は
、
概
算
工
事
費
に
て
計
上

し
た
も
の
で
、
設
計
段
階
で
の
概
算
と
な

っ
て
い
る
。
建
築
物
の
建
築
工
事
９
７
８

万
３
０
０
８
円
、
電
気
設
備
工
事
45
万

９
４
８
４
円
、
駐
車
場
整
備
工
事
２
８
８

万
１
２
９
０
円
、
案
内
板
設
置
工
事
25

万
２
２
１
８
円
、
管
工
事
本
体
５
４
７
万

２
２
９
３
円
、
浄
化
槽
設
置
工
事
５
１
３

万
１
７
０
７
円
と
な
っ
て
お
り
、
物
価
高

騰
分
を
勘
案
し
て
予
算
額
２
８
０
５
万

円
を
計
上
し
た
。
落
札
額
は
、
建
築
工
事

１
３
３
５
万
４
０
０
０
円
、
管
工
事
９
０

２
万
円
。
当
初
予
算
と
契
約
額
と
の
差
額

は
５
６
７
万
６
０
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
。

ド
イ
ツ
村
公
園

　
　
　
　

ト
イ
レ
整
備
事
業

誘
導
区
域
外
の
ま
ち
づ
く
り

問
令
和
５
年
末
に
私
も
防
災
士
資
格
を

取
得
し
た
が
、
市
の
資
格
取
得
に
関
す
る

目
標
と
職
員
や
市
民
の
取
得
状
況
に
つ

い
て
。

答
今
後
３
年
間
で
約
２
０
０
名
の
資
格

取
得
を
目
標
と
し
て
お
り
、
現
状
で
は
市

職
員
で
は
危
機
管

理
課
の
４
名
を
含

め
26
名
で
、
市
民

に
つ
い
て
は
、
市
内

在
勤
・
在
学
者
を

含
め
１
４
０
名
が

資
格
取
得
し
て
い

る
。

問
今
回
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
市
が
耐

震
化
支
援
の
対
象
と
し
て
い
る
評
点
１
・

０
で
も
多
数
の
家
屋
が
倒
壊
し
て
い
る
。

一
方
、
高
度
利
用
者
向
け
緊
急
地
震
速
報

を
導
入
し
て
い
た
施
設
で
は
、
よ
り
早
く

揺
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
事
前
に
避
難

防
災
士
資
格
の
取
得
状
況

ドイツ村公園駐車場

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

上
田 

公
司

う
え

だ

こ
う

じ

八
木 

　
亨

や

ぎ

と
お
る

（
令
和
な
る
と
）

地
震
対
策
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問
な
る
と
未
来
づ
く
り
総
合
戦
略
２
０

２
０
な
ど
で
は
、
２
０
４
０
年
の
目
標
人

口
を
４
万
５
千
人
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

ま
ま
で
は
大
き
く
下
回
る
。
超
少
子
・
高

齢
化
が
進
み
、
働
き
手
の
い
な
い
社
会
が

想
定
さ
れ
る
。
外
国
人
を
含
む
人
口
動
態

と
関
係
・
交
流
人
口
の
取
組
は
。

答
社
会
動
態
は
こ
れ
ま
で
の
転
出
超
過

の
状
態
が
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
化

率
は
増
加
し
、
生
産
年
齢
人
口
は
減
少
し

て
い
る
。
外
国
人
数
は
増
加
傾
向
。
関

係
・
交
流
人
口
つ
い
て
は
、
四
国
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
な
る

と
ま
る
ご
と
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

事
業
な
ど
に
よ
り
関
係
人
口
の
創
出
拡

大
に
取
り
組
む
。

要
望
効
果
検
証
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
若
者
回
復

率
を
加
え
る
こ
と
、
二
地
域
居
住
の
促
進

を
要
望
す
る
。
子
育
て
支
援
策
な
ど
ソ
フ

ト
事
業
に
よ
る
対
策
は
、
自
治
体
間
の
競

争
が
激
化
し
、
消
耗
戦
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
地
開
発
や
新
し

い
企
業
団
地
の
開
発
な
ど
の
ハ
ー
ド
事

業
が
必
要
。
ま
た
、
労
働
力
不
足
解
決
の

た
め
外
国
人
材
の
受
入
れ
を
要
望
す
る
。

問
地
域
経
済
に
好
循
環
を
生
む
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
、
観
光
の
質
の
向
上
、

観
光
産
業
の
収
益
力
、
生
産
力
の
向
上
、

交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
鳴
門

市
観
光
振
興
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
。

答
策
定
に
向
け
て
観
光
関
連
事
業
者
な

ど
と
本
市
の
観
光
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

問
お
悔
や
み
窓
口
の
よ
う
な
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
終
活
支
援
窓
口
の
設
置
は
。

答
本
市
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
先
進
事
例
な
ど
の
調
査
研
究
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

要
望
人
生
の
終
わ
り
に
備
え
て
医
療
や

葬
儀
、
相
続
な
ど

を
準
備
す
る
終
活

は
空
き
家
対
策
な

ど
に
も
寄
与
す
る

と
考
え
る
。
終
活

サ
ー
ビ
ス
や
窓
口

の
設
置
を
提
案
す

る
。

問
本
市
の
部
活
動
の
地
域
移
行
の
現
状

は
。

答
鳴
門
市
部
活
動
地
域
移
行
検
討
協
議

会
で
の
検
討
も
踏
ま
え
、
令
和
６
年
度
の

部
活
動
か
ら
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
体
操
、

新
体
操
の
３
競
技
に
つ
い
て
、
４
団
体
の

地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行
す
る
こ
と
、
ま
た
、

一
部
の
部
活
動
に
お
い
て
拠
点
校
方
式

で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
す
で
に

入
学
説
明
会
に
お
い
て
対
象
と
な
る
児

童
や
保
護
者
に
、
各
校
よ
り
説
明
し
て
い

る
。

問
中
学
生
の
不
登
校
生
の
卒
業
後
追
跡

調
査
を
行
い
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
機
関
に

繋
ぎ
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築

で
き
な
い
の
か
。

答
不
登
校
の
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

す
べ
て
が
ひ
き
こ
も
り
に
繋
が
る
も
の

で
は
な
い
が
、
卒
業
後
も
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
持
て
ず
に
ひ
き
こ
も
り
状
態
と

な
る
ケ
ー
ス
も
一
定
数
存
在
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
本
市
の
相
談
窓
口
で
あ

る
「
よ
り
そ
い
」
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
に

関
係
す
る
相
談
が
あ
っ
た
時
点
で
既
に

課
題
が
複
雑
に
絡
み
合
う
困
難
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
事
例
も
多
く
、
解
決
ま
で

に
時
間
を
要
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
本

市
で
は
、
以
前
よ
り
こ
う
し
た
状
況
を
課

題
と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
で
き
る
限
り
早
期
に
適
切
な
支
援
に

つ
な
げ
る
た
め
に
、
ひ
き
こ
も
り
に
特
化

し
た
支
援
窓
口
の
設
置
を
検
討
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る

専
門
窓
口
を
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
、
相
談
支
援
と
と
も
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
当
事
者
会
、
家
族
会
の

開
催
、
小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
と

も
連
携
し
た
情
報
共
有
な
ど
を
推
進
し

て
い
く
予
定
と
し
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策

部
活
動
の
地
域
移
行

ひ
き
こ
も
り
支
援

個
人
質
問

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「もっと議会を知りたい」に記載の方法でご覧ください》＊

長
濱 

賢
一

な
が
は
ま

け
ん
い
ち

叶
井 

克
典

か
な

い

か
つ
の
り（

潮
）

鳴
門
市
の
観
光
振
興

終
活
支
援
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【いぬねこ愛護】
■飼い主のいない猫の不妊去
勢手術費用補助の件数は。
●開始年度の令和２年度は
50件、令和３年度は70件、
令和４年度は107件、令和５

年度は149件。
★飼い主のいない猫に困っている方は大勢いるので相
談先や対応内容をできるだけ周知してほしい。

【スポーツ】
■（仮称）NARUTOスポーツデーの概要は。
●令和５年度に終了したチャレンジデー事業の内容を
一部見直した上で、令和６年５月頃に（仮称）

NARUTOスポーツデーとして開催
する。このイベントがスポーツを始
めるきっかけに繋がるよう、引き続
き地域の皆様にご協力いただき、ス
ポーツを楽しめる場を提供したい。

市 民
生 活

【避 難 所】
■中学校屋内運動場空調設備
整備事業で体育館に設置する
空調設備の平時における活用
は。
●夏場の熱中症などのリスク

を下げるため教育活動でも使用いただき、教育環境の
充実にもつなげていきたい。
★非常に大事な事業であり、スピーディーに各学校に
設置していただきたい。

【緊急車両】
■災害対応特殊屈折はしご付き消防自動車の更新内容
は。

令和６年度当初予算・令和５年度補正予算審査

　６日間にわたり、予算決算委員会を開催し、令和６年度当初予算・令和５年度補正予算に関する
議案19件について審査しました。

市の予算の使い道について審査しました

【委員会での審査の中で出た質疑やそれに対する答弁を抜粋したものです。】

【教　　育】
■国内留学体験事業の目的は。
●なるとうずっこ学力向上パ
ッケージ事業の一環として、
外国の文化に触れ
ることで英語力の

向上を図り、グローバル人材を育てる。
■選考の方法は。
●書類審査の作文で意欲を審査し、そののちに英語面
接を行う。
★体験を通し、英語を頑張る意欲につながる可能性が
ある。今後事業を拡充し、英語が苦手でも興味を持っ
ている子どもたちも対象としてほしい。

【就 学 前】
■乳幼児ねんねケア事業の概要は。
●日本では睡眠時間の短さが課題であり、特に乳幼児
の睡眠不足が発達やメンタルヘルスの問題につながる
可能性が示されている。こうした課題を解決する一助
として、専門家の知見やＡＩを活用し睡眠改善のアド
バイスが受けられるアプリを
希望する家庭に提供する。対
象は、１歳６か月から３歳
12か月までの乳幼児を養育
する家庭で、700人を想定。
対象者に郵送で通知し、利用
を開始してもらう。

●現在のはしご車は長寿命化を図りながら28年以上
使用しており、安全面の観点から車両を更新する。現
在の40メートル級のはしご車から、25メートル級の
はしご車に更新予定。
■更新予定時期は。
●令和６年４月に入札を行い、６月の議会で承認を得
た後に本契約となるため、更新は令和６年度末を予定
している。
■25メートルを超える建物が市内にはあるが、その
建物が火災に見舞われた場合の対応は。
●建物の９階以上にはしごが届かなくなるが、最近は
消防設備が発達しているほか、２方向避難が可能と
なっているため、消防訓練や査察の際に指導・周知し
対策をとっていきたい。

子育て

防 災

《■：質疑　●：答弁　★：意見》

（15ページヘつづく）
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令和６年度当初予算・令和５年度補正予算審査

【産　　業】
■スタートアップ誘致事業と
エコノミックガーデニングの
連携は。
●エコノミックガーデニング
は、鳴門という土壌を生かし

地元の中小企業を育てるという考え方。スタートアッ
プ企業を生み育てることはエコノミックガーデニング
の理念に通じる。都市部のスタートアップ企業と地元
企業の技術などを掛け合わせることで新しい成長に
つなげるという考え方を今回の事業で一番大切にした
い。
★地元だけではできないことを、スタートアップ企業
と連携し、日本全国、また世界へ発信してほしい。
★地域の食材や資源を生かし起業する人を、鳴門市に
住む子どもたちから育てることも大事なので、中学校
や高校との連携も考えてほしい。

【ボートレース】
■プレミアムＧ１マスターズチャンピオン開催の概
要は。
●令和６年４月16日から21日までの６日間の開催を
予定しているプレミアムＧ１マスターズチャンピオン
は、勝率上位などのベテランレーサー52名がナンバ
ーワンを決める競走。全国発売のプレミアムＧ１競走
としてテレビ放映も予定されている。
■今回開催するプレミアムＧ１マスターズチャンピオ
ンの舟券売上額の見込みは。
●舟券売上額は、レース開催
の６日間で82億円の見込み。
この売上額に入場料などを加
え、払戻金や法定交納付金、
イベントなどの開催経費を除
いた利益は、５億5000万円
程度を見込んでいる。

その他

①議会事務局（窓口）
②議場傍聴受付 
③傍聴席 
④議場 
⑤委員会室
⑥議長室 
⑦議員控室 
⑧応接室 

鳴門市議会 
案内図 

鳴門市役所新庁舎 
【４階】 

■ 議 場 議 席 図 ■ 

鳴
門
市
議
会
で
は
先
例
に
よ
り
、
議
長‥

22
番
、
副
議
長‥

21
番
、

議
会
運
営
委
員
長‥

20
番
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
議
員
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
を
単
位
と
し
て
１
番

か
ら
、
総
務
文
教
委
員
会
、
生
活
福
祉
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員

会
の
順
に
な
り
ま
す
。

議会図書
コーナー

③

②

①

⑥ ⑦

⑧

④ ⑤

会議室

会議室

会議室

西
側
階
段

東
側
階
段

傍聴席
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ボートレース鳴門
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※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

　本会議と委員会の模様は、イン
ターネット中継と録画配信でご覧
いただけます。
　また、本会議の模様は、テレビ
鳴門でも生放送に加え、録画放送
を行っています。

①「鳴門市議会」を検索。
②鳴門市議会公式ウェブサイト内
の「会議録検索システム」から
ご覧になりたい会議録を検索。

《議会広報委員会》

もっと議会を知りたい

　鳴門市議会では、市民の皆様からの議会活動に関する
幅広いご意見をいただくため、「鳴門市議会　ご意見箱」
を設置しています。

～議会活動に関するご意見を募集しています～
ご　意　見　箱

令和６年第２回定例会の予定（６月５日～26日）
日 月 火 水 木 金 土

６月２日
開会／本会議
予算決算委員会

■（赤字）はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■（緑字）はインターネット中継を行います

一般質問
通告締切

本会議／閉会

一般質問（代表）

一般質問（個人）
予算決算委員会

一般質問（個人）

総務文教委員会 生活福祉委員会 産業建設委員会

議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会

３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

12

【議会を動画配信で見よう】

【会議録をウェブサイトで見よう】 

《傍聴にお越しください》
令和６年第２回定例会は上記の日程で開催予定です。 
本会議、各常任委員会の傍聴に、ぜひお越しください。 

(受付：西側エレベーター４階／議場入口)
※当日、受付にて氏名、住所、年齢をご記入ください。傍聴券をお渡しし、係員がご案内いたします。 

（副委員長：上田公司）

※ご意見に対する回答はいたしませんが、個人情報に配慮の上、鳴
門市議会公式ウェブサイトなどで紹介させていただく場合があり
ます。個人に対する誹謗・中傷などは、お断りいたします。

【提出方法】
次のいずれかの方法でご提出ください。
①鳴門市議会公式ウェブサイトの
「鳴門市議会ご意見箱」ページ
から「入力フォーム」に必要事
項をご入力の上、送信。
②鳴門市役所 新庁舎１階 待合ロビー付近に設置して
いるご意見箱に投函。

委 員 長：梶　　達矢
副委員長：上田　公司 
委　　員：小西　　努・圃山　俊作・潮崎　憲司

前田ナツ子・長濱　賢一・八木　　亨 
橋本　国勝

後 記編 集
いよいよ、新しくなった庁舎において議会が開催されま
す。ぜひ、木のぬくもりを感じる、開放感ある議場へ傍
聴にお越しください。議会だよりも、より皆さんに分か
りやすい内容を目指し、新たなスタートを切ります！

・本会議…議場 ・委員会…委員会室
(受付：西側エレベーター４階／議会事務局) 
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